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(57)【要約】
　本発明は、セルラーネットワーク、より詳細には幾つ
かの周波数帯域で送信器を有するセルでの送信パワーの
制御に関する。本発明によって、ネットワークは１つよ
りも多い周波数帯域での移動局の最大送信パワーを制御
することができる。各周波数帯域での移動局の最大出力
パワーレベルを示すパラメータは、移動局に送信される
。各周波数帯域でのパワーレベルは、受信されたパラメ
ータと、種々の周波数帯域間のパワーを関連付ける予め
設定されたオフセットに基づいて求められる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気通信ネットワークと通信する移動局の送信パワーを制御するための方法であって、
　第１周波数帯域での移動局の最大出力パワーレベルを求める段階と、
　第１周波数帯域での移動局の前記最大出力パワーレベルを示す第１パラメータ値を送信
する段階と、
　少なくとも１つの第２周波数帯域での前記移動局の最大出力パワーレベルを求める段階
と、
　前記少なくとも１つの第２周波数帯域に関連する最大出力パワーレベルを示す少なくと
も１つの第２パラメータ値を送信する段階と、
を含む方法。
【請求項２】
　少なくとも１つのオフセット値を送信する段階を含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの第２周波数帯域に対する周波数帯域固有のオフセット値を送信す
る段階を含む請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　各第２送信パワーパラメータ値が絶対値を含む前記いずれかの請求項に記載の方法。
【請求項５】
　最大送信パワーを求める方法であって、
　移動局で第１送信パワーパラメータ値を受信する段階と、
　前記第１送信パワーパラメータ値に基づいて第１周波数帯域での前記移動局の出力パワ
ーレベルを求める段階と、
　少なくとも１つの第２送信パワーパラメータ値を受信する段階と、
　前記第１送信パワーパラメータ値及び少なくとも１つの第２送信パワーパラメータ値に
基づいて、少なくとも１つの第２周波数帯域での前記移動局の最大出力パワーレベルを求
める段階と、
を含む方法。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの第２周波数帯域での最大出力パワーレベルを求める前記段階は、
前記第１送信パワーパラメータ値とオフセット値とに基づいて最大出力パワーレベルを求
める段階を含む請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　少なくとも１つの第２周波数帯域に対する周波数帯域固有のオフセット値を受信する段
階を含む請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第２送信パワーパラメータ値が絶対値を含み、前記第２周波数帯域での最大出力パ
ワーレベルを求める前記段階が、前記第１送信パワーパラメータ値と前記絶対値とに基づ
いて前記最大出力パワーレベルを求める段階を含む請求項５から７のいずれかに記載の方
法。
【請求項９】
　各帯域は、絶対値が割り当てられることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　最大送信パワーを求める方法であって、
　第１パラメータ値を受信する段階と、
　前記第１パラメータ値に基づいて第１周波数帯域での移動局の最大出力パワーレベルを
求める段階と、
　第２パラメータ値を受信する段階と、
　前記第２パラメータ値と予め設定されたオフセット値とに基づいて第２周波数帯域での
前記移動局の最大出力パワーレベルを求める段階と、
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を含む方法。
【請求項１１】
　前記第２周波数帯域での最大出力パワーレベルを求める前記段階は、少なくとも１つの
周波数帯域固有の予め設定されたオフセット値に基づいて最大出力パワーレベルを求める
段階を含む請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　１つの第２パラメータ値からのオフセットとして周波数帯域に対する前記最大送信パワ
ーを示すパラメータを受信する段階を含む請求項１０又は１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１パラメータ値からのオフセットとして周波数帯域に対する前記最大送信パワー
を示すパラメータを受信する段階を含む請求項１０又は１１のいずれかに記載の方法。
【請求項１４】
　汎用パケット無線サービスを利用する通信システムにおける前記最大パワー出力レベル
を求める段階を含む請求項１０から１３のいずれかに記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１パラメータ値は、上側帯域周波数に関連し、前記第２パラメータ値は、下側帯
域周波数に関連していることを特徴とする請求項１０から１４のいずれかに記載の方法。
【請求項１６】
　前記第１パラメータは、ＭＳ＿ＴＸＰＷＲ＿ＭＡＸ＿ＣＣＨパラメータを含み、前記第
２パラメータは、ＬＢ＿ＭＳ＿ＴＸＰＷＲ＿ＭＡＸ＿ＣＣＨパラメータを含むことを特徴
とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　移動局での最大送信パワーを求める方法であって、
　パワー制御パラメータ値を受信する段階と、
　前記パラメータ値と第１の予め設定されたオフセット値とに基づいて第１周波数帯域で
の前記移動局の最大出力パワーレベルを求める段階と、
　前記パラメータ値と第２の予め設定されたオフセット値とに基づいて第２周波数帯域で
の前記移動局の最大出力パワーレベルを求める段階と、
を含む方法。
【請求項１８】
　移動局での最大送信パワーを求める方法であって、
　パワー制御パラメータ値を受信する段階と、
　出力パワーが前記受信されたパワー制御パラメータからどのように得られるかを示すフ
ラグを受信する段階と、
　前記フラグがマルチバンド動作を示すことを検出する段階と、
　パワー制御パラメータ値と予め設定された周波数帯域固有のオフセット値とをマップす
ることによって、周波数帯域での前記移動局の最大出力パワーレベルを求める段階と、
を含む方法。
【請求項１９】
　第１周波数帯域での移動局の最大出力パワーレベルを求め、前記移動局の最大出力パワ
ーレベルを示す第１パラメータ値を送信し、少なくとも１つの第２周波数帯域での前記移
動局の最大出力パワーレベルを求め、更に前記少なくとも１つの第２周波数帯域に関連し
た前記最大出力パワーレベルを示す少なくとも１つの第２パラメータ値を送信するように
構成された通信ネットワーク用ノード。
【請求項２０】
　少なくとも１つのオフセット値を送信するように構成されていることを特徴とする請求
項１９に記載のノード。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つの第２周波数帯域に対する周波数帯域固有のオフセット値を送信す
るように構成されていることを特徴とする請求項２０に記載のノード。
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【請求項２２】
　各第２送信パワーパラメータ値が絶対値を含むことを特徴とする請求項１９から２１の
いずれかに記載のノード。
【請求項２３】
　第１最大送信パワーパラメータ値を受信し、前記第１パラメータ値に基づいて第１周波
数帯域での前記移動局の最大出力パワーレベルを求め、第２送信パワーパラメータ値を受
信し、更に前記第１送信パワーパラメータ値と少なくとも１つの第２送信パワーパラメー
タ値とに基づいて少なくとも１つの第２周波数帯域での前記移動局の最大出力パワーレベ
ルを求めるように構成された移動局。
【請求項２４】
　前記第１送信パワーパラメータ値とオフセット値とに基づいて少なくとも１つの第２周
波数帯域の最大出力パワーレベルを求めるように構成されていることを特徴とする請求項
２３に記載の移動局。
【請求項２５】
　前記オフセット値は、周波数帯域固有のオフセット値を含むことを特徴とする請求項２
４に記載の移動局。
【請求項２６】
　前記第２送信パワーパラメータ値が絶対値を含み、前記移動局は、前記第１送信パワー
パラメータ値と前記絶対値とに基づいて前記第２周波数帯域での最大出力パワーレベルを
求めるように構成されていることを特徴とする請求項２３から２５のいずれかに記載の移
動局。
【請求項２７】
　第１パラメータ値を受信し、前記第１パラメータ値に基づいて第１周波数帯域での前記
移動局の最大出力パワーレベルを求め、第２パラメータ値を受信し、更に前記第２パラメ
ータ値と予め設定されたオフセット値とに基づいて第２周波数帯域での前記移動局の最大
出力パワーレベルを求めるように構成された移動局。
【請求項２８】
　前記移動局は、少なくとも１つの周波数帯域固有のオフセット値に基づいて前記第２周
波数帯域での最大出力パワーレベルを求めるように構成されていることを特徴とする請求
項２７に記載の移動局。
【請求項２９】
　前記オフセット値は、１つの第２パラメータ値からのオフセットであることを特徴とす
る請求項２７又は２８に記載の移動局。
【請求項３０】
　前記オフセット値は、前記第１パラメータ値からのオフセットであることを特徴とする
請求項２７又は２８のいずれかに記載の移動局。
【請求項３１】
　前記移動局は、汎用パケット無線サービスに基づいて前記通信システムと通信するため
の送信器を含むことを特徴とする請求項２７から３０のいずれかに記載の移動局。
【請求項３２】
　上側帯域周波数に関連した第１パラメータ値と、下側帯域周波数に関連した第２パラメ
ータ値とを処理するように構成されていることを特徴とする請求項２７から３１のいずれ
かに記載の移動局。
【請求項３３】
　前記第１パラメータはＭＳ＿ＴＸＰＷＲ＿ＭＡＸ＿ＣＣＨパラメータを含み、前記第２
パラメータはＬＢ＿ＭＳ＿ＴＸＰＷＲ＿ＭＡＸ＿ＣＣＨパラメータを含むことを特徴とす
る請求項３２に記載の移動局。
【請求項３４】
　パワー制御パラメータ値を受信し、前記パワー制御パラメータ値と第１の予め設定され
たオフセット値とに基づいて第１周波数帯域での前記移動局の最大出力パワーレベルを求
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め、更に前記パワー制御パラメータ値と第２の予め設定されたオフセット値とに基づいて
第２周波数帯域での前記移動局の最大出力パワーレベルを求めるように構成された移動局
。
【請求項３５】
　第１周波数帯域での移動局の最大出力パワーレベルを求める手段と、
　第１周波数帯域での移動局の前記最大出力パワーレベルを示す第１パラメータ値を送信
する手段と、
　第２周波数帯域での移動局の最大出力パワーレベルを求める手段と、
　前記第２周波数帯域に関連した最大出力パワーレベルを示す第２パラメータ値を送信す
る手段と、
を少なくとも含む通信ネットワーク用のノード。
【請求項３６】
　第１最大送信パワーパラメータ値を受信する手段と、
　前記第１パラメータ値に基づいて第１周波数帯域での前記移動局の最大出力パワーレベ
ルを求める手段と、
　送信パワーパラメータ値と周波数帯域固有のオフセット値に基づいて別の周波数帯域で
の前記移動局の最大出力パワーレベルを求める手段と、
を少なくとも含む移動局。
【請求項３７】
　第２送信パワーパラメータ値を受信する手段を含み、前記他の周波数帯域での最大出力
パワーレベルを求める手段が、前記第２送信パワーパラメータ値と前記周波数帯域固有の
オフセット値とに基づいて前記最大パワー出力値を求めるように構成されていることを特
徴とする請求項３６に記載の移動局。
【請求項３８】
　第１パラメータ値を受信する手段と、
　前記第１パラメータ値に基づいて第１周波数帯域での前記移動局の最大出力パワーレベ
ルを求める手段と、
　第２パラメータ値を受信する手段と、
　前記第２パラメータ値と予め設定されたオフセット値に基づいて第２周波数帯域での前
記移動局の最大出力パワーレベルを求める手段と、
を少なくとも含む移動局。
【請求項３９】
　パワー制御パラメータ値を受信する手段と、
　前記パワー制御パラメータ値と第１の予め設定されたオフセット値に基づいて第１周波
数帯域での前記移動局の最大出力パワーレベルを求める手段と、
　前記パワー制御パラメータ値と第２の予め設定されたオフセット値に基づいて第２周波
数帯域での前記移動局の最大出力パワーレベルを求める手段と、
を少なくとも含む移動局。
【請求項４０】
　コンピュータ上で実行されたときに、請求項１、５、１０、１７、又は１８の前記段階
を実行するように構成されたプログラムコード手段を含むコンピュータ可読媒体に組み込
まれたコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信ネットワーク詳細には送信機が幾つかの周波数帯域で動作するシステム
における送信パワーの制御に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通信ネットワークは、ユーザ端末装置（モバイル又は固定）又は他の通信デバイス、ネ
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ットワークエンティティ、及び他のノードなどの２つ又はそれ以上のエンティティ間の通
信を可能にする機能である。通信は、例えば音声、電子メール（Ｅメール）、テキストメ
ッセージ、データ、マルチメディアなどの通信を含むことができる。
【０００３】
　通信ネットワークは通常、システムの種々の要素が実行許可される内容と行われる場合
の方法とを設定する所与の規則に従って動作する。例えば、規格又は仕様は、ユーザ又は
より正確にはユーザ装置が回路交換（ＣＳ）ベアラ又はパケット交換（ＰＳ）ベアラ、或
いはその両方を備えるかどうかを定めることができる。接続に使用する必要のある通信プ
ロトコル及び／又はパラメータも通常定義される。例えば、ユーザ装置と通信ネットワー
クの要素との間で通信が実装する必要のある方式は通常、予め定義された通信プロトコル
に基づく。
【０００４】
　通信ネットワークへのアクセスは、固定回線又は無線通信インターフェースが提供する
ことができる。無線アクセスを提供する通信システムは、そのユーザの少なくともある程
度のモビリティを可能にする。更に高度なモビリティサポートは通常、拡張機能として付
加することができる。無線アクセスを提供する通信ネットワークの実施例は、公衆地上移
動ネットワーク（ＰＬＭＮ）である。公衆地上移動ネットワーク（ＰＬＭＮ）は、一般に
セルラー技術に基づく。セルラーシステムでは、基地トランシーバ局（ＢＴＳ）又は類似
のアクセスエンティティは、これらのエンティティ間の無線インターフェースを介してモ
バイル通信デバイス又はユーザ装置（ＵＥ）にサービスする。これらのデバイスは、以下
では一般に移動局と呼ぶ。移動局と通信ネットワークの要素との間の無線インターフェー
ス上の通信は、適切な通信プロトコルに基づくことができる。通信に必要な基地局装置及
び他の装置の動作は、１つ又は幾つかの制御エンティティによって制御することができる
。ＰＬＭＮシステムの非限定的な実施例は、ＧＳＭ（移動体通信用グローバルシステム）
、ＷＣＤＭＡ（広帯域符号分割多元接続）などのいわゆる２．５世代ＧＰＲＳ（汎用パケ
ット無線サービス）又は第３世代（３Ｇ）ネットワーク、或いはＥＤＧＥ（ＧＳＭ進化型
高速データ）を含む。無線アクセス技術の他の実施例は、種々の無線ローカルエリアネッ
トワーク（ＷＬＡＮ）及び衛星ベースのシステムを含む。
【０００５】
　通信システムの種々の制御エンティティは相互接続することができる。１つ又はそれ以
上のゲートウェイノードは、ネットワークを他の通信ネットワーク、例えばＩＰ（インタ
ーネットプロトコル）及び／又は他のパケット交換データネットワークに接続するために
提供することができる。このような構成では、通信ネットワークは、外部ネットワーク、
ホスト、又は特定のサービスプロバイダによって供給されるサービスへのアクセスをユー
ザに提供する。
【０００６】
　現行のシステムの欠点の一例をＧＳＭ（移動体通信用グローバルシステム）を参照して
説明する。第１に、ＧＳＭネットワークは、音声サービス用に設計されていた。ＧＳＭデ
ータサービスの利用が開始されたときに、回路交換ベアラサービスはバースト性を有する
あるタイプのアプリケーションには特に好適ではないことが明らかになった。従って、新
しいパケット交換（ＰＳ）データ送信サービスＧＰＲＳ（汎用パケット無線サービス）が
パケットサービス用に更に定義された。ＧＰＲＳは、ＧＳＭネットワークを利用するパケ
ット無線ネットワークであり、移動局とＧＰＲＳネットワークとの間のエアインターフェ
ース上でＧＰＲＳプロトコルレイヤを用いてデータパケット送信を最適化しようと試みて
いる。
【０００７】
　第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）規格によれば、ＧＰＲＳ移動局（
ＭＳ）は、例えば、２００４年６月の規格文書３ＧＰＰ　ＴＳ　２３．０６０バージョン
６．５．０によって開示されるように、３つの動作モードの１つで動作することができる
。これらのモードは以下である。
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　１．動作のクラスＡモード：ＭＳは、ＧＰＲＳ及び他のＧＳＭサービスの両方に接続さ
れる。モバイルユーザは、同時に２つのサービスで電話呼出しの発信及び／又は受信を行
うことができ、例えば、同時に通常のＧＳＭ音声呼出しとＧＰＲＳデータパケット受信と
を行う。
　２．動作のクラスＢモード：ＭＳは、ＧＰＲＳと他のＧＳＭサービスの両方に接続され
るが、ＭＳは、一度にサービスのセットに対してだけ動作することができる。
　３．動作のクラスＣモード：ＭＳは、ＧＳＭネットワーク又はＧＰＲＳネットワークの
いずれかにだけ接続することができる。選択は手動で行われ、同時動作は存在しない。
【０００８】
　多周波数帯域は、例えばＧＳＭ動作用の２００４年７月の規格３ＧＰＰ　ＴＳ４５．０
０５バージョン６．６．０において規定されている。マルチバンドＧＳＭネットワークは
、複数（通常は２つ）の異なる周波数帯域から周波数を使用することができる。ＧＳＭシ
ステムの単一セルは、単一の周波数帯域のみからの周波数を使用することができ、或いは
多周波数帯域からの周波数を使用することができる。後者は、セルを識別し、ＢＣＣＨ（
ブロードキャスト制御チャンネル）情報をブロードキャストする周波数が、そのセルでの
トラフィックチャンネルに共通であるので、「共通ＢＣＣＨセル」と呼ばれることが多く
、ここでは、トラフィックチャンネルは、種々の周波数帯域に割り当てることができる。
【０００９】
　３ＧＰＰ規格によれば、ネットワークにパケットデータを送信する移動局（ＭＳ）は、
２００４年７月の規格仕様３ＧＰＰ　ＴＳ４５．００８バージョン６．０．８の従属節１
０．２．１の式によって与えられる出力パワーを使用する。この従属節によれば、各個々
のアップリンクのパケットデータチャンネル（ＰＤＣＨ）上で移動局によって用いられる
無線周波数（ＲＦ）出力パワーＰCHは、次式となる。
　ＰCH＝ｍｉｎ（Γ0－ΓCH－α*（Ｃ＋４８），ＰＭＡＸ）
ここで、
　ΓCHは、ＭＳ及びチャンネル固有のパワー制御パラメータであり、無線リンク制御（Ｒ
ＬＣ）の制御メッセージでＭＳに送られる（３ＧＰＰ　ＴＳ４４．０６０を参照）。
　Γ0＝３９ｄＢｍ（ＧＳＭ４００、ＧＳＭ７００、ＧＳＭ８５０及びＧＳＭ９００）
　　　＝３６ｄＢｍ（ＤＣＳ１８００及びＰＣＳ１９００）
　αは、システムパラメータであり、ＰＢＣＣＨ上でブロードキャストされるか、或いは
オプションとしてＲＬＣ制御メッセージでＭＳに送られる（３ＧＰＰ　ＴＳ４４．０１８
及び３ＧＰＰ　ＴＳ４４．０６０を参照）。
　Ｃは、上記で引用された規格仕様３ＧＰＰ　ＴＳ４５．００８の従属節１０．２．３．
１で定義されるＭＳでの正規化受信信号レベルである。
　ＰＭＡＸは、セルでの最大許容出力パワーであり、
これは、存在する場合は、
　ＧＰＲＳ＿ＭＳ＿ＴＸＰＷＲ＿ＭＡＸ＿ＣＣＨ
それ以外は、
　ＭＳ＿ＴＸＰＷＲ＿ＭＡＸ＿ＣＣＨである。
【００１０】
　理解できるように、計算によって与えられるものに関わらず、移動局は、ネットワーク
配信パラメータとして与えられる（Γ0－ΓCH－α*（Ｃ＋４８）又はＰＭＡＸの最も低い
方を使用するので、重要な要素はＰＭＡＸである。ＰＭＡＸパラメータは、システム情報
１３（ＳＩ３）及びシステム情報１４（ＳＩ４）でのブロードキャスト制御チャンネル（
ＢＣＣＨ）上で、及びパケットシステム情報１３（ＰＳＩ３）でのパケットブロードキャ
スト制御チャンネル（ＰＢＣＣＨ）上でそれぞれブロードキャストされる。例えば、２０
０４年７月の３ＧＰＰ　ＴＳ４４．０１８バージョン６．８．０及び２００４年７月の３
ＧＰＰ　ＴＳ４４．０６０バージョン６．８．０を参照のこと。式及び比較は、パケット
リソースがＢＣＣＨ及び／又はＰＢＣＣＨ以外の同じ帯域に割り当てられる場合に有効に
働く。
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【００１１】
　図１の例証的な表１は、ＧＳＭ規格に従うＧＳＭ４００、ＧＳＭ９００、ＧＳＭ８５０
、及びＧＳＭ７００帯域の公称出力パワーを表わす。ＭＳがＢＣＣＨ（９００ＭＨｚ帯域
）を断続的にリッスンするパケットアイドルモードであり、値８を有するＭＳ＿ＴＸＰＷ
Ｒ＿ＭＡＸ＿ＣＣＨパラメータを受け取る場合、公称出力パワーレベルは２７ｄＢｍであ
る。次にＭＳは、パケットリソースを要求し、ネットワークは１８００ＭＨｚにリソース
を割り当てる。以下の第２の表から分かるように、値８は、９００ＭＨｚ帯域での２７ｄ
Ｂｍではなく、１８００ＭＨｚ帯域での１４ｄＢｍを示す。出力パワーレベルが低すぎる
と、信号品質が悪くなる可能性があり、パワーレベルが高すぎると、不必要な干渉を引き
起こす可能性がある。
【００１２】
　図２の表２は、２００４年７月の３ＧＰＰ　ＴＳ４５．００５バージョン６．６．０で
規定されるＤＣＳ１８００帯域用の公称出力パワーを表わす。
【００１３】
　これらの構成には、幾つかの問題がある。移動局の最大出力パワーは、（Ｐ）ＢＣＣＨ
チャンネル上のシステム情報メッセージにおいて、並びにパケットアイドルモードにおい
て受け取られるパラメータに基づく。ネットワークが共通（Ｐ）ＢＣＣＨチャンネルとは
異なる周波数帯域にパケットリソースを割り当てる場合、ネットワークは、移動局に対し
て適切な最大出力パワーを設定することが困難な場合がある。ネットワークは、共通ＢＣ
ＣＨセルにおいて各周波数帯域に対し別個に最大パワーを最適化することができず、特に
、種々の周波数帯域への種々のパワー制御レベルのマッピングに起因して、ネットワーク
は、同じｄＢｍ値、又はそのセルでの各周波数帯域についての周波数帯域固有の経路損失
を反映する値を各周波数帯域の最大出力パワーに対して設定することができない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　本発明の実施形態は、上記の問題の１つ又は幾つかを克服することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明の１つの態様によれば、電気通信ネットワークと通信する移動局の送信パワーを
制御するための方法が提供される。本方法は、第１周波数帯域での移動局の最大出力パワ
ーレベルを求める段階と、第１周波数帯域での移動局の前記最大出力パワーレベルを示す
第１パラメータ値を送信する段階と、少なくとも１つの第２周波数帯域での移動局の最大
出力パワーレベルを求める段階と、前記少なくとも１つの第２周波数帯域に関連した最大
出力パワーレベルを示す少なくとも１つの第２パラメータ値を送信する段階とを含む。
【００１６】
　本発明の別の態様によれば、最大送信パワーを求めるための方法が提供される。本方法
は、移動局で第１送信パワーパラメータ値を受信する段階と、前記第１送信パワーパラメ
ータ値に基づいて第１周波数帯域での移動局の出力パワーレベルを求める段階と、少なく
とも１つの第２送信パワーパラメータ値を受信する段階と、前記第１送信パワーパラメー
タ値と少なくとも１つの第２送信パワーパラメータ値に基づいて、少なくとも１つの第２
周波数帯域での移動局の最大出力パワーレベルを求める段階とを含む。
【００１７】
　本発明の更に別の態様によれば、最大送信パワーを求める方法が提供される。本方法は
、第１パラメータ値を受信する段階と、該第１パラメータ値に基づいて第１周波数帯域で
の移動局の最大出力パワーレベルを求める段階と、第２パラメータ値を受信する段階と、
前記第２パラメータ値と予め設定されたオフセット値に基づいて、第２周波数帯域での移
動局の最大出力パワーレベルを求める段階とを含む。
【００１８】
　本発明の更に別の態様によれば、移動局における最大送信パワーを求める方法が提供さ
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れる。本方法は、パワー制御パラメータ値を受信する段階と、前記パラメータ値と第１の
予め設定されたオフセット値とに基づいて第１周波数帯域での移動局の最大出力パワーレ
ベルを求める段階と、前記パラメータ値と第２の予め設定されたオフセット値とに基づい
て第２周波数帯域での移動局の最大出力パワーレベルを求める段階とを含む。
【００１９】
　本発明の更に別の態様によれば、移動局での最大送信パワーを求める方法が提供される
。本方法は、パワー制御パラメータ値を受信する段階と、受信されたパワー制御パラメー
タから出力パワーがどのように得られるかを示すフラグを受信する段階と、フラグがマル
チバンド動作を示すことを検出する段階と、パワー制御パラメータ値と予め設定された周
波数帯域固有のオフセット値とをマップすることによって、周波数帯域での移動局の最大
出力パワーレベルを求める段階とを含む。
【００２０】
　第１周波数帯域での移動局の最大出力パワーレベルを求め、該移動局の最大出力パワー
レベルを示す第１パラメータ値を送信し、少なくとも１つの第２周波数帯域での移動局の
最大出力パワーレベルを求め、更に該少なくとも１つの第２周波数帯域に関連した最大出
力パワーレベルを示す少なくとも１つの第２パラメータ値を送信するように構成された通
信ネットワークのためのノードもまた提供される。
【００２１】
　ある態様によれば、第１最大送信パワーパラメータ値を受信し、該第１パラメータ値に
基づいて第１周波数帯域での移動局の最大出力パワーレベルを求め、第２送信パワーパラ
メータ値を受信し、更に前記第１送信パワーパラメータ値と少なくとも１つの第２送信パ
ワーパラメータ値とに基づいて少なくとも１つの第２周波数帯域での移動局の最大出力パ
ワーレベルを求めるように構成された移動局が提供される。
【００２２】
　別の態様によれば、移動局は、第１パラメータ値を受信し、該第１パラメータ値に基づ
いて第１周波数帯域での移動局の最大出力パワーレベルを求め、第２パラメータ値を受信
し、更に前記第２パラメータ値と予め設定されたオフセット値に基づいて第２周波数帯域
での移動局の最大出力パワーレベルを求めるように構成されている。
【００２３】
　また別の態様によれば、移動局は、パワー制御パラメータ値を受信し、該パワー制御パ
ラメータ値と第１の予め設定されたオフセット値とに基づいて第１周波数帯域での移動局
の最大出力パワーレベルを求め、更に前記パワー制御パラメータ値と第２の予め設定され
たオフセット値とに基づいて第２周波数帯域での移動局の最大出力パワーレベルを求める
ように構成されている。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　次に、添付図面を参照しながら例証として本発明の実施形態を説明する。
【００２５】
　図３は、電気通信ネットワークと通信する移動局の送信パワーの制御における通信ネッ
トワークのネットワークノードの実施形態による方法を示している。移動局の最大出力パ
ワーレベルは、最初に１１０で、第１周波数帯域において求められ、その後、１２０で、
移動局の前記最大出力パワーレベルを示す第１パラメータ値が第１周波数帯域で送信され
る。１３０で、第２周波数帯域での移動局の最大出力パワーレベルも求められ、その後、
移動局の前記最大出力パワーレベルからのオフセットを示す第２パラメータ値が第１周波
数帯域で送信される。
【００２６】
　図４は、通信ネットワークの移動局での最大送信パワーを求めるための別の実施形態に
よる方法を示している。この実施形態では、２１０で、第１最大送信パワーパラメータ値
が受信され、その後、２２０で、第１周波数帯域での移動局の最大出力パワーレベルが前
記第１パラメータ値に基づいて求められる。２３０で、第２送信パワーパラメータ値が受
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信され、その後、２４０で、第２周波数帯域での移動局の最大出力パワーレベルが、前記
第１及び第２送信パワーパラメータ値に基づいて求められる。
【００２７】
　図５は、種々の実施形態を実施することができる通信システムを概略的に示している。
図５は、移動局３００、セルラーネットワーク３４０、及びセルラーネットワーク３４０
のネットワーク要素３３０を示している。図５の実施例では、ネットワーク要素３３０は
基地局である。
【００２８】
　セルラーネットワークは通常、通信システムの移動局と基地局との間の無線インターフ
ェースを介して複数の移動局にサービスするように構成されている。セルラー通信ネット
ワークは、サポートノードと移動局との間のパケット交換ドメインでパケット交換データ
送信を提供することができる。ネットワークは、適切なゲートウェイを介して外部ネット
ワーク（例えばインターネット）に接続され、移動局と外部ネットワークとの間の通信を
可能にすることができる。少なくとも１つのゲートウェイに加えて、ネットワークはまた
、他のノード、例えば無線ネットワーク及び／又は基地局コントローラを含むことができ
る。
【００２９】
　基地局３３０は、それぞれの無線インターフェースを介して移動局３００との間で信号
を送受信するように構成されている。従って、各移動局は、無線インターフェースを介し
て基地局との間で信号を送受信することができる。
【００３０】
　アクセスネットワーク内の移動局は、通常無線ベアラと呼ばれる無線ネットワークチャ
ンネルを介して通信することができる。各移動局は従って、どの時点においても１つ又は
それ以上の無線チャンネルをオープンにしておくことができる。移動局は、電話呼出しの
発信及び受信などの種々のタスク、ネットワークからのデータの受信及びネットワークへ
のデータの送信、及び例えばマルチメディア又は他のコンテンツを体験するのに用いるこ
とができる。移動局は通常、これらのタスクを達成するためのプロセッサ及びメモリを備
えている。移動局の動作は、キーパッド、音声コマンド、タッチセンシティブ画面又はパ
ッド、これらの組合せ、又は同様のものなどの適切なユーザインターフェースによって制
御することができる。移動局はまた、通常は、アンテナ、送信器、電源などの構成要素を
含む。移動局の種々の構成要素は当業者には公知であり、このため本出願ではこれらを詳
細には説明しない。移動局の非限定的な実施例は、パーソナルコンピュータ、パーソナル
デジタルアシスタント（ＰＤＡ）、モバイル電話、ポータブルコンピュータ、及びこれら
の種々の組合せを含む。
【００３１】
　図５は、実施形態による移動局３００の幾つかの詳細を示している。移動局３００は、
第１最大送信パワーパラメータ値と第２送信パワーパラメータ値とを受信する受信器３１
０を含む。移動局はまた、該第１パラメータ値に基づいて第１周波数帯域での移動局の最
大出力パワーレベルを求め、更に該第１及び第２送信パワーパラメータ値に基づいて第２
周波数帯域での移動局の最大出力パワーレベルを求めるためのコントローラ３２０を含む
。これらの構成要素は、適切と思われる場合には、第１及び第２周波数帯域に別個に設け
ることができる点に留意されたい。
【００３２】
　本発明の実施形態では、本方法は、移動局のプロセッサによって実行されるソフトウェ
アプログラムによって実施することができる。このような実施では、受信器３１０は、デ
ータを受信し受信したパラメータ値を記憶するように構成されているコンピュータソフト
ウェアコード手段を使用して実装することができと共に、該コントローラ３２０は、前記
求める段階を実施するコンピュータソフトウェアコード手段を用いて実装することができ
る。
【００３３】
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　図５はまた、本発明の有利な実施形態の実施を含むネットワーク要素３３０の幾つかの
更なる詳細を示している。図５に示されるように、ネットワーク要素３３０は、第１周波
数帯域での移動局の最大出力パワーレベルを求めるためのコントローラ３３２、第１周波
数帯域での移動局の前記最大出力パワーレベルを示す第１パラメータ値を送信するための
送信器３３４、第２周波数帯域での移動局の最大出力パワーレベルを求めるコントローラ
３３２、及び第１周波数帯域での移動局の前記最大出力パワーレベルからのオフセットを
示す第２パラメータ値を送信するための送信器３３４を含む。
【００３４】
　本発明の更なる有利な実施形態では、本発明は、ネットワーク要素におけるソフトウェ
アを使用して実施することができる。この実施形態では、コントローラ３３２は、ネット
ワーク要素のコンピュータソフトウェアコード手段を使用して実施することができる。ま
た送信器３３４は、ネットワーク要素のプロセッサユニットから上記値の送信を生じるコ
ンピュータソフトウェアコード手段として実施することができる。
【００３５】
　本発明の実施形態によれば、既存のパラメータであるＭＳ＿ＴＸＰＷＲ＿ＭＡＸ＿ＣＣ
Ｈ及びＧＰＲＳ＿ＭＳ＿ＴＸＰＷＲ＿ＭＡＸ＿ＣＣＨ（ＰＢＣＣＨが存在する場合）を用
いて、上側帯域（例えばＤＣＳ１８００ＭＨｚ１９００ＭＨｚ）の最大出力パワーレベル
を制御することができ、新しいパラメータを用いて、下側帯域（例えばＧＳＭ４００、Ｇ
ＳＭ９００、ＧＳＭ８５０及びＧＳＭ７００帯域）の最大出力パワーレベルを制御するこ
とができる。本明細書ではＴＢＦ＿ＭＳ＿ＴＸＰＷＲ＿ＭＡＸパラメータと呼ばれるこの
新しいパラメータは、上側帯域値からのオフセットを表わすのに使用することができる。
【００３６】
　本発明の別の実施形態によれば、ＴＢＦ＿ＭＳ＿ＴＸＰＷＲ＿ＭＡＸパラメータは絶対
値を表わす。
【００３７】
　ＴＢＦ＿ＴＸＰＷＲ＿ＭＡＸパラメータは、帯域毎に個別に指定することができる。
【００３８】
　ＴＢＦ＿ＭＳ＿ＴＸＰＷＲ＿ＭＡＸパラメータは、ＢＣＣＨで送られるＳＩ１３レスト
オクテット情報要素（ＩＥ）で送信することができる。ＰＢＣＣＨチャンネルでは、パラ
メータは、ＰＡＣＫＥＴ　ＳＹＳＴＥＭ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ１（ＰＳＩ１）メッセ
ージで送信することができる。
【００３９】
　実施形態によれば、既存のパラメータ、例えばＭＳ＿ＴＸＰＷＲ＿ＭＡＸ＿ＣＣＨ及び
ＧＰＲＳ＿ＭＳ＿ＴＸＰＷＲ＿ＭＡＸ＿ＣＣＨ（ＰＢＣＣＨが存在する場合）は、上側周
波数帯域（例えば１８００ＭＨｚ）の最大出力パワーレベルを制御するためのパラメータ
として使用することができ、第１の新しいパラメータは、下側帯域（例えば９００ＭＨｚ
）の１つに対する最大出力パワーレベルを制御するのに使用することができる。他の帯域
に対する最大出力パワーレベルは、周波数帯域固有の予め設定された固定オフセットパラ
メータを使用して指定することができる。これらのパラメータは、前記第１の新しいパラ
メータからのオフセットとして各帯域に対する最大送信パワーを示すことができる。或い
は、オフセットは、上記上側周波数帯域に関連するパラメータから、又は更に別のパラメ
ータからのオフセットとすることができる。複数の周波数帯域の各々に対して予め設定さ
れたオフセットパラメータは個々に独立して割り当てることができる。
【００４０】
　例えば、ＧＰＲＳシステムでは、上記のパラメータは、「ＭＳ＿ＴＸＰＷＲ＿ＭＡＸ＿
ＣＣＨ」が第１パラメータに対応し、「ＬＢ＿ＭＳ＿ＴＸＰＷＲ＿ＭＡＸ＿ＣＣＨ」が第
２パラメータに対応するようなものとすることができる。
【００４１】
　例えば、このマッピングは、ＭＳ＿ＴＸＰＷＲ＿ＭＡＸ＿ＣＣＨパラメータ（及び、Ｐ
ＢＣＣＨが存在する場合は、それぞれＧＰＲＳ＿ＭＳ＿ＴＸＰＷＲ＿ＭＡＸ＿ＣＣＨに対
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して）及び新しいパラメータコードポイント１０（３ＧＰＰ　ＴＳ４５．００５に指定さ
れた既存のマッピングテーブルが新しいパラメータにも使用されると仮定している）に対
してコードポイント１を設定することによって行うことができる。従って、最大出力パワ
ーの対応するマッピングは以下とすることができる。
　周波数帯域　　　　　オフセット
　１８００ＭＨｚ　　　２８ｄＢｍ
　９００ＭＨｚ　　　　２３ｄＢｍ
　４５０ＭＨｚ　　　　２３ｄＢｍ－６ｄＢ＝１７ｄＢｍ
【００４２】
　種々の下側帯域周波数に対する利用可能な予め設定された固定オフセット値は、例えば
以下のように設定することができる（９００ＭＨｚ帯域に対する実施例において）。
　周波数帯域　　　　オフセット
　９００ＭＨｚ　　　０ｄＢ
　８５０ＭＨｚ　　　０ｄＢ
　７００ＭＨｚ　　　－２ｄＢ
　４００ＭＨｚ　　　－６ｄＢ
【００４３】
　種々の周波数帯域に対して個々に設定されたオフセットを利用することは、所与のセル
においてサポートされる全ての下側帯域に対する最適最大出力パワーレベルの設定をイネ
ーブルにできる利点がある。
【００４４】
　別の実施形態によれば、種々の帯域における最大出力パワーは、セルで使用されている
各周波数帯域に対して周波数帯域固有のオフセットを予め定義し、パワー制御パラメータ
を送信して、上記パワー制御パラメータからの特定の周波数帯域での送信のための最大出
力パワー値及びこの特定の周波数帯域に対応する予め定義されたオフセット値を計算する
ことによって制御される。
【００４５】
　周波数帯域固有のオフセットは、基地局で使用中の全帯域に対して、例えば以下のよう
に基準帯域として９００ＭＨｚ帯域を使用して定義することができる。
　周波数帯域　　　　オフセット
　１９００ＭＨｚ　　＋６ｄＢ
　１８００ＭＨｚ　　＋６ｄＢ
　９００ＭＨｚ　　　０ｄＢ
　８５０ＭＨｚ　　　０ｄＢ
　７００ＭＨｚ　　　－２ｄＢ
　４００ＭＨｚ　　　－６ｄＢ
【００４６】
　この実施形態は、従来技術によるパワー制御パラメータと、第２パワー制御パラメータ
を基地局が送信するように構成することによって有利に実施することができる。このよう
な実施では、本発明の方法を実施できない移動局は、従来技術に従って送信されるパワー
制御パラメータに従い、本発明に従って実施することができる移動局は、種々の周波数帯
域で最大送信パワーレベルを求めるために第２パワー制御パラメータと予め定義されたオ
フセット値とを使用することができる。
【００４７】
　本発明の更に別の実施形態によれば、種々の周波数帯域での最大送信パワーは、移動局
に予め設定されたオフセット値を記憶し、これらのオフセット値が適用される指示をネッ
トワークから移動局に送信することによって制御される。上記指示の受信に対する応答と
して、予め設定された周波数帯域に対する最大送信パワーパラメータ（例えば、ＭＳ＿Ｔ
ＸＰＷＲ＿ＭＡＸ＿ＣＣＨ又はＧＰＲＳ＿ＭＳ＿ＴＸＰＷＲ＿ＭＡＸ＿ＣＣＨパラメータ
など）と周波数帯域に対応するオフセット値に基づいて周波数帯域での最大送信パワーを



(13) JP 2008-519576 A 2008.6.5

10

20

求めることができる。送信パワーパラメータは、特定の予め設定された周波数帯域に関し
て定義することができる。次いで、この値への周波数帯域固有のオフセットは他の帯域に
も適用することができる。この実施形態は、オフセット値が適用される指示は基地局から
移動局に送信されるワンビットフラグと同様に簡単にすることができる利点を有する。こ
のため、この実施形態の実施は、エアインターフェースにほとんど負荷を加えない。
【００４８】
　上述の実施形態は、幾つかの利点を提供する。共通ＢＣＣＨセルでの最大出力パワーの
正確な制御が可能にすることができる。レガシー端末の動作を可能な限り最適に維持する
ことができる。各帯域に対して別々に定義された固有の最大出力パワーパラメータを有す
ることなく、種々の帯域のリンクバジェットプロパティを考慮することができる。信号送
信に使用されるビット数を少なく維持することができる。
【００４９】
　前述の説明はＧＳＭ及び３Ｇシステムなどのセルラー通信システムに関して本発明の種
々の実施形態を例示しているが、本発明はセルラーシステムに限定されず、種々のタイプ
の通信システムでも実施可能である点に留意されたい。実施形態は、パケット交換アクセ
ス及び回路交換アクセスに応用可能である。
【００５０】
　上記は本発明の例証的な実施形態を説明しており、添付の請求項で定義される本発明の
範囲から逸脱することなく開示された解決策に対して行い得る幾つかの変形形態及び修正
形態が存在する点に留意されたい。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】電気通信システムを例証するための公称出力パワーを示す表である。
【図２】電気通信システムを例証するための公称出力パワーを示す表である。
【図３】本発明の有利な実施形態に従う方法を示す図である。
【図４】本発明の別の有利な実施形態に従う方法を示す図である。
【図５】本発明の種々の別の実施形態を示す図である。
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